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日 質問順 頁

1 阪 本 克 己 （36分） 1

2 西 山 幸 代 （36分） 2

3 小 森 谷 優 （33分） 3

4 照 喜 納 弘 志 （33分） 5

5 新 藤 信 夫 （30分） 7

6 金 井 康 博 （30分） 8

7 都 築 龍 太 （30分） 9

8 青 羽 健 仁 （24分） 11

9 松 村 敏 夫 （20分） 12

10 竹 腰 連 （16分） 14

11 堀 川 友 良 （24分） 15

12 小 柳 嘉 文 （18分） 16

2/15
（木）

代　表　質　問　順　序　表

　　氏　　　 名　(質問時間）

2/13
（火）

2/14
（水）



 

１番 阪 本 克 己 （３６分） 
 
１ 市長の政治姿勢について  

 ⑴ ４期目最終年度を迎えての市長の想いは 

  
 

 ⑵ 人口減少・少子高齢化をどう乗り越えていくのか 

 
 

 ⑶ 将来の財政状況について市長の認識は 

 
 

２ 地域を支える交通体系の構築と都市基盤整備  

 ⑴ これからの都心地区のまちづくりについて 

 
 

 ⑵ 地下鉄７号線延伸に向けた新たな展開について 

 
 

３ 誰もが健康で心豊かにスポーツ・文化にふれあえるまち  

 ⑴ 国際芸術祭２０２３の総括と今後の課題、レガシーについて 

 
 

４ すべての市民の健康増進と福祉向上  

 ⑴ 受動喫煙防止を進めるための公共空間分煙化の充実について 

 
 

５ 持続可能な働き方と経済成長の実現  

 ⑴ 若者の創業支援について 

 
 

 ⑵ デジタル地域通貨について 

 
 

 ⑶ オーガニックビレッジ宣言について 

 
 

６ 脱炭素・循環型社会とみどり豊かな都市の創造  

 ⑴ グリーンインフラとしての機能向上と活用促進について 

 
 

 ⑵ 循環型社会の実現に向けて 
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２番 西 山 幸 代 （３６分） 
 
１ すべての子どもに学びと成長の機会充実  

 ⑴ 竹居教育長が描く公教育とは 

  
 

 ⑵ さいたま市の教育について 

 
 

２ 命と暮らしを守る防災力と地域安全の向上  

 ⑴ 能登半島地震における被災地支援について 

 
 

 ⑵ 災害時の共助・公助について 

 
 

 ⑶ リアルタイム水害予測システムの導入について 

 
 

 ⑷ 女性と防災について 

 
 

３ 持続可能な働き方と経済成長の実現について  

 ⑴ 人事制度について 

 
 

４ だれ一人取り残さない視点での施策展開  

 ⑴ さいたま市の難民支援について 

 
 

 ⑵ 社会全体で子ども・若者を支えるまちづくりについて 

 
 

５ 地域を支える交通体系の構築と都市基盤整備  

 ⑴ 大宮駅ＧＣＳ化構想のこれからについて 
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３番 小森谷 優 （３３分） 
 
１ 防災対策の推進について  

 ⑴ 避難環境の整備について  

  ① トイレトレーラーの導入について 

 
 

  ② 耐震補強工事の補助金上限の引き上げについて 

 
 

 ⑵ 防災拠点の整備と南大通り東線の延伸について 

 
 

２ 日本一の教育都市実現に向けて  

 ⑴ 学びの多様化学校のあり方について 

 
 

 ⑵ 学校へのマザーズルーム設置について 

 
 

 ⑶ スクールダッシュボードの導入について 

 
 

３ こどもまんなか社会の実現に向けて  

 ⑴ こども計画の策定とこどもの意見の反映について 

 
 

 ⑵ 保育所での紙おむつのサブスクについて 

 
 

 ⑶ こどもの人権擁護について 

 
 

４ 誰もが暮らしやすい都市の実現に向けて  

 ⑴ 重度障害者日常用具給付事業の補助金について 

 
 

 ⑵ コミュニティソーシャルワーカーの配置について 

 
 

 ⑶ エンディングサポート事業について 

 
 

 ⑷ 認知症事故救済制度の導入について 
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５ 都市基盤の整備について  

 ⑴ 交通網の整備について  

  ① 地下鉄７号線の延伸について 

 
 

  ② 国道４６３号線の４車線化について 

 
 

 ⑵ 区画整理の推進について 

 
 

６ 市内経済の活性化について  

 ⑴ 産業集積拠点の整備推進について 
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４番 照喜納 弘 志 （３３分） 
 
１ 誰一人取り残さない公共交通の実現について  

 ⑴ 「スマート・ターミナル・シティさいたま実行計画」における先行モデル

地区での実装と市内他地区への展開について 

  

 

 ⑵ 交通結節点の整備とタクシーの相乗りサービスについて 

 
 

 ⑶ 広域ＭａａＳへの展開について 

 
 

２ デジタルトランスフォーメーションの推進について  

 ⑴ 公共工事のＤＸについて 

 
 

 ⑵ 区役所窓口のＤＸ（書かない・行かない・手ぶらで手続き） 

 
 

３ 教育行政について  

 ⑴ 学校の空調（体育館・普通教室）の整備・維持管理について 

 
 

 ⑵ 学習用端末の修理対応、更新計画について 

 
 

 ⑶ 教材費の公会計化について 

 
 

 ⑷ 「包括的性教育」について 

 
 

４ 環境政策について  

 ⑴ ゼロカーボンに向けた水素利用の推進について 

 
 

 ⑵ 生ゴミコンポストの普及・堆肥化のサイクルについて 

 
 

 ⑶ ごみ減量・分別・不用品買取サービスの利用について 

 
 

 ⑷ 空き家対策とゴミ屋敷対策について 

 
 

５ 安心・安全の市民生活について  

 ⑴ 防犯カメラの設置について  
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 ⑵ 消防団支援アプリの導入について 

 
 

 ⑶ 救急におけるオンライン診療サービスの活用について 

 
 

６ 事業計画の情報共有について  

 ⑴ 住民と行政のより良い関係を創る「まちづくり型広報」について 

 
 

７ 文化政策について  

 ⑴ 国際芸術祭における音楽活動との連携とストリートピアノの設置について 
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５番 新 藤 信 夫 （３０分） 
 
１ 能登半島地震について  

 ⑴ 今回の地震を教訓として、本市の防災計画をどう評価するのか 

  
 

２ 地球温暖化対策実行計画について  

 ⑴ 地球温暖化対策に対する市民意見と実行性について 

 
 

 ⑵ 今後の取り組みについて 

 
 

 ⑶ 新たな技術等への支援、普及について 

 
 

 ⑷ 森林によるＣＯ２の吸収や地域間連携について 

 
 

 ⑸ 環境教育について 

 
 

３ 順天堂大学付属病院の整備  

 ⑴ これまでの経緯と計画の進捗について 

 
 

 ⑵ 開院後の地域貢献と市内医療機関への影響について 

 
 

４ 大宮駅ＧＣＳ構想について  

 ⑴ 現状と今後の予定について 

 
 

 ⑵ 鉄道事業者との協議について 

 
 

 ⑶ 大宮駅西口側の動向について 

 
 

５ 武蔵一宮氷川神社の創建 2500 年に向けて  

 ⑴ さいたま市のできること、なすべきこと 
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６番 金 井 康 博 （３０分） 
 
１ 市長の政治姿勢について  

 ⑴ 高校生まで医療費無償化を決断した理由 

  
 

 ⑵ 地下鉄７号線について 

 
 

 ⑶ 新規事業等の導入の考え方 

 
 

２ さいたま市民医療センターについて  

 ⑴ 浸水対策について 

 
 

 ⑵ 非常電源の設置について 

 
 

３ 学校給食の自校式について  

 ⑴ 自校式の現状について 

 
 

 ⑵ ひまわり特別支援学校の給食について 

 
 

４ 障害者と医療について  

 ⑴ 障害者の医療の考え方について 

 
 

 ⑵ その人らしい暮らしのできる環境について 

 
 

５ 構造標準図について  

 ⑴ 作成と公開について 
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７番 都 築 龍 太 （３０分） 
 
１ 選ばれる街さいたま市について  

 ⑴ 現状 

  
 

 ⑵ 今後 

 
 

２ 防災について  

 ⑴ 現状 

 
 

 ⑵ 今後 

 
 

３ 教育行政について  

 ⑴ 給食費について  

  ① 現状 

 
 

  ② 今後 

 
 

 ⑵ 部活動について  

  ① 現状 

 
 

  ② 今後 

 
 

 ⑶ 学区編成について  

  ① 現状 

 
 

  ② 今後 

 
 

 ⑷ 特別支援学校について  

  ① 現状 

 
 

  ② 今後 
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４ スポーツ行政について  

 ⑴ スポーツシューレの現状 

 
 

 ⑵ スポーツシューレの今後 

 
 

５ スポーツ施設について  

 ⑴ 現状 

 
 

 ⑵ 今後 

 
 

６ 脱炭素について  

 ⑴ 現状 

 
 

 ⑵ 今後 
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８番 青 羽 健 仁 （２４分） 
 
１ 大都市制度  

 ⑴ 本市が目指す大都市制度について 

  
 

２ 埼玉県との関係  

 ⑴ 税財源配分 

 
 

 ⑵ 権限財源移譲 

 
 

 ⑶ 順天堂大学病院 

 
 

 ⑷ 国立女性教育会館 

 
 

３ 長期財政見込み  

 ⑴ インフラ投資 

 
 

 ⑵ 今後の土木費需要 

 
 

４ 災害対応  

 ⑴ 都市基盤整備 

 
 

 ⑵ 地域防災の強化 
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９番 松 村 敏 夫 （２０分） 
 
１ 市民の声を反映する市政へ  

 ⑴ 地方自治体における住民の位置づけについて 

  
 

 ⑵ 施策決定のプロセスと市民意見の反映について  

  ① パブリックコメントについて 

 
 

  ② 当事者意見の反映について 

 
 

  ③ 住民への説明について 

 
 

⑶ 今後について   

  ① レジャープールのあり方方針の撤回を求める 

 
 

  ② 原山市民プールと原山公民館の一体的整備について 

 
 

  ③ 沼影市民プールについて 

 
 

２ 公共サービスについて  

 ⑴ 収支について 

 
 

 ⑵ 受益者負担について 

 
 

３ 子育て支援の拡充について  

 ⑴ 子育てにかかる費用負担の軽減 

 
 

 ⑵ 子どもの放課後について  

  ① 放課後子ども居場所事業について 

 
 

  ② 民間学童クラブへの支援拡充について 

 
 

４ ジェンダー平等のさいたま市へ  

 ⑴ 推進体制について 

 
 

-12-



 ⑵ 会計年度任用職員について  

  ① 処遇改善について 

 
 

  ② 制度の見直しについて 

 
 

５ 公共交通の充実について  

 ⑴ 地下鉄７号線延伸事業について 

 
 

 ⑵ 身近な公共交通網について 
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１０番 竹 腰 連 （１６分） 
 
１ 市庁舎移転について  

 ⑴ 移転費用の増加等について 

  
 

 ⑵ 民間施設等について  

  ① 土地貸与料等について 

 
 

  ② 民間施設が撤退した場合の対応等について 

 
 

２ 予算の組み替え提案について 

 
 

３ 与野中央公園 5000 人アリーナ建設計画等について  

 ⑴ 旧与野市時代の計画と現計画における整合性について 

 
 

 ⑵ 軟弱地盤への建設と防災拠点としてのリスクについて 

 
 

 ⑶ 付け替え道路工事における、周辺住宅への被害に対する補償や今後の考え

方について 

 

 

 ⑷ 予算や運営費等について  

  ① 市民に説明している建設費の妥当性について 

 
 

  ② 運営費等について 

 
 

 ⑸ サブアリーナの面積の妥当性や公共性等について 

 
 

 ⑹ 市長が直接、市民に説明する必要性があると考えるが 
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１１番 堀 川 友 良 （２４分） 
 
１ 質の高い都市経営  

 ⑴ ＲＰＡ・システム連携 

  
 

 ⑵ 申請オンライン化 

 
 

 ⑶ ＵＤフォントの活用 

 
 

２ 自然災害への対策強化  

 ⑴ 横連携について 

 
 

 ⑵ ＩＣＴ－ＢＣＰ計画について 

 
 

３ 地下鉄７号線延伸  

 ⑴ これまでの経緯と今後の目標 

 
 

４ 子どもの自死対策  

 ⑴ 子ども主体のいじめ防止対策の推進 

 
 

 ⑵ 子どもの幸せを保障する心のサポート体制の充実 

 
 

５ 外郭団体  

 ⑴ 外郭団体全般について 

 
 

 ⑵ さいたまスポーツコミッションについて 

 
 

６ 電子契約  

 ⑴ 電子契約の導入可能性 

 
 

７ 特別自治市  

 ⑴ 特別自治市成立の場合の市政への影響 
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１２番 小 柳 嘉 文 （１８分） 
 
１ 自助の力を支援する災害対策について  

 ⑴ 避難者情報の一元化の方法について 

  
 

 ⑵ 避難所のＤＸ化の推進について 

 
 

 ⑶ 水とトイレ問題について 

 
 

 ⑷ 公民館がより機能する活用法について 

 
 

２ 新型コロナ対策の効果検証について 

 
 

３ セクハラ・性加害から職員を守る体制について 

 
 

４ 放課後児童クラブの人材支援について  

 ⑴ 採用支援と処遇改善について 

 
 

５ 魅力ある教員の育成について  

 ⑴ 自己啓発休業制度等の取得促進による教員の魅力向上について 

 
 

６ ネット中毒・ゲーム中毒問題について  
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